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1. はじめに 

小学生になると、子どもだけで行動することが増え、

行動範囲が広がりますが、犯罪に対する意識が弱く、

犯罪に巻き込まれやすくなります。現状の防犯対策と

して、防犯ブザーを子どもに持たせる、「こどもをまも

るいえ」で子どもを保護してもらうといった取り組み

が行われています。しかし、人通りが少ない場所では、

防犯ブザーを鳴らしても気付かれにくく、「こどもをま

もるいえ」も実際に子どもが自分から駆け込むことは

難しいなどの問題があります。 

そこで、私たちは「まちもりブザー」を提案します。 

2. システム概要 

「まちもりブザー」は、地域住民への助けを求める

通知機能とマップと連動した事前防犯機能を備えた防

犯システムです。本システムには、以下の 3つの機能

があり、これらの機能で、子どもの安全確保を目指し

ます。図 1にシステム概要図を示します。 

[防犯ブザー機能] 

・通常のブザーに加え、位置情報を近隣住民に通知す

ることで子供の保護を促します。 

[まちもりマップ] 

・マップに不審者情報など掲載し、事前の防犯対策に

役立てます。 

[危険通知機能] 

・子どもに危険が迫ると、子どもには注意喚起、保護

者に通知を送ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 機能紹介 

3.1 防犯ブザー機能 

ブザーのひもが引かれると、音を鳴らすと同時に位

置情報を取得し、近隣の「こどもをまもるいえ」の登

録住民と保護者に発生時刻、場所をメールで通知しま

す。情報を通知することで、現場に駆け付けることが

でき、子どもの保護や安全確保につながります。 

3.2 まちもりマップ 

本システムでは、過去の不審者出没地点と危険エリ

ア、「こどもをまもるいえ」を示したマップ(図２)を提

供します。ユーザーはマップを活用し、事前の防犯対

策に役立てることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.3 危険通知機能 

過去の不審者出没地点から半径 100m を危険エリア

として設定し、エリア内に入ると、ブザーが鳴って危

険を知らせます。また、普段の通学路を学習し、普段

と大きく外れたルートを通ると異常を検知し保護者に

メールで通知します。この危険通知機能で、子どもに

注意を促すことと、保護者が子どもの安全を確認する

ことの双方が実現できます。 

4. おわりに 

まちもりブザーは、地域住民と連携し、街全体で子

どもを見守るシステムです。さらに、まちもりマップ

や危険通知機能は防犯に役立ちます。私たちは、まち

もりブザーで子どもが安心安全に暮らせ、活気あふれ

る街になることを望みます。 図 1：システム概要図 
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図 2：まちもりマップ 

 

はじめに

年度の内閣府の影響試算によると、熊本は

兆円という大きな被害を受けました。また、市民の拠

り所となっていた熊本城も被災によって損壊していま

す。それにも関わらず、翌年の熊本城マラソンでは，

男女合わせ過去最高の 人が参加し、応援者は

万人に上りました。また、熊本出身のマラソン選手を

テーマにした「いだてん」という大河ドラマも放送さ

れており、現在マラソンは全国的に注目されています。

マラソンに参加しやすくすることによって、今まで以

上に県外も含めた参加者を増加させることを目的とし

ています。また、マラソンを通して地域の活性化や情

報の発信を促します。

システム概要

では応援者のメッセージをランナーに届

けることを目的としています。他にも応援者と走者の

互いの位置情報に基づく接近通知や、トイレの混雑度

把握など、マラソン参加者をサポートする機能があり

ます。

図 システム構成

アプリについて

アプリを利用するランナー、応援者は参加する大会

に応じたコースの情報やトイレの混雑度、応援状況な

どの地図情報などを受け取ったり、音声メッセージを

許可する参加者を登録することができます。マラソン

が始まると、登録した応援者の声援や、送信された応

援テキストが読み上げられます。また、登録された参

加者が近づくと振動で接近通知が行われます。

 
図 ランナー

について

サービスは主に現地以外から応援している人向

けです。アプリの登録なしでコース上に表示された応

援メッセージや応援状況を閲覧することが出来ます。

情報提供

アプリ、 共に前述したコース情報やトイレの混

雑度、応援状況などを受け取ることができます。

コース情報

コース情報はコースのルートやコース上のトイレ等

の施設情報に加え、配られる食品などの大会サービス

などを想定しています。応援状況はコース上で行われ

た応援の数に応じたヒートマップが閲覧できます。

 
図 情報提供

まとめ

を導入することによって、今まで困難だ

った特定の個人相手への応援を行うことができ、トイ

レやコース状況といった情報を容易に受け取ることが

できます。また、 を通じて地域外の方にも

大会や開催地について知ってもらう機会が増え、更な

る地域活性化が期待されます。
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1. はじめに 
　 自然の豊かな地域では、登山などの観光で地域活性
化に繋げようとする動きが活発です。知名度の低いよ
うな山に観光客を呼び込むには、登山道の風景や、実
際に登山をした際の臨場感を体験してもらうことが効
果的です。しかし、インターネットを通じて、年ごと
や、季節ごとに移り変わる風景を発信する場合、更新
頻度を維持するために多くのコストと手間がかかって
しまいます。 
　 一方、フィットネスクラブなどの運動施設の利用者
は年々増加しています。しかし、屋内での運動は、自
然の中での運動に比べて、動作や環境が単調になって
しまいます。 
　 そこで、コストや手間を要さずに、臨場感がある登
山の様子のコンテンツを作成することができ、それを
用いた擬似登山体験システムで多くの人に、様々な地
域の自然の魅力を知ってもらうことのできるシステム
「TOZAN」を提案します。 
 
2. システム機能概要 
2.1 登山ステージ作成機能 
　 地域住民や登山者向けの機能で、山道を登る様子を
自動で撮影して、簡単に発信することができます。 
　利用する際は、TOZAN記録アプリを使用します
(図1)。利用方法は、普段から登っている山道など
で、専用アプリを起動し、スマートフォンを胸に装着
するだけです(図2)。うまく撮影出来ていない写真
や、登山中の会話音声などは自動的に削除されますの
で、写真撮影を気にせずに登ることができます。 
 

図1 TOZAN記録アプリ 図2 スマートフォンの装着例 
 
2.2  広告挿入機能 
　 自治体のような地域活性化を目指している団体向け
の機能で、TOZAN記録アプリで撮影した写真から
自動生成されたステージを編集できます。ベスト
ショットや周辺の隠れた名スポット、ご当地グルメ情
報など、アピールしたいことをステージ上に組み込む
ことができます。 
 
2.3 擬似登山体験機能 
　 楽しんで運動をしたい施設運動者などを対象にした
機能で、ステッパーとディスプレイを用いて、室内で
擬似登山体験ができます(図3)。ステッパーによる歩
行モーションの速度や歩数がリアルタイムでディスプ

レイに反映され、実際に登山をしているような視点や
山の環境音で運動を楽しむことができます。また、登
頂までのタイムアタックや、ランキング機能により運
動の意欲向上も図っています。 
 

図3 ステッパーによる擬似登山体験 
 
3. システム構成 
　本システムの構成は次の通りです(図4)。地域住民
や登山者の方によって撮影された山のデータをサーバ
にアップロードすることで、自動で画像と音声を処理
し、擬似登山体験用のステージを生成します。それら
のデータをPCにダウンロードし、歩数や歩行速度を
検知するセンサを取り付けたステッパーと、歩行の動
作と連動して登山の様子を表示することで、実際に登
山をしているような感覚で運動ができます。また、自
治体の人は、地域の特産品や観光地の広告を、ステー
ジ中の立て看板として挿入できます。 
 

 
 図4 システム構成図 

 
4. まとめ 
　「TOZAN」により、山などの自然の観光資源の
アピールを簡単かつコストをかけることなく行うこと
できます。また、施設運動者が様々な地域の魅力を知
り、現地に足を運ぶことで、実際の登山で体を動かし
たり、観光地を巡ったりすることで地域活性化に繋が
ります。 

1. はじめに 

 平成 30 年度の紛失物は約 400 万点、38億円に達す

る。昔の日本では地域のつながりが強く、助け合って

探すのが普通であった。地域のつながりが弱くなった

現在では、他人の善意ばかりを期待できないため、多

くの紛失物対策システムが提案されている。これらの

システムは個人情報がサーバに集約されること、特定

の端末を対象とするなどの問題がある。我々は、サー

バを必要とせず、任意の端末で利用可能な紛失物検知

システムを提案する。 

2. 提供する機能 

本システムは、BLE 端末を用いた紛失物防止・捜索

システムである。ユーザは貴重品に任意の BLE 端末を

装着し、スマートフォンで周辺の BLE 端末 ID を検

知、捜索に利用する。データ保存にサーバを用いず、

プライバシーに配慮している。図 1にシステム構成図

を示す。 

2.1 紛失防止機能 

登録 BLE 端末とスマートフォンの接続が切れた時に

アラートを発し、ユーザに伝える。スマートフォンに

は、アラートを検出した日時・場所が記録されるた

め、紛失した場所を確認することができる。 

2.2 D2D 通信による連携捜索機能 

スマートフォンは、周辺の BLE 端末 ID・場所・日時

を取得し、端末内に一定期間保存する。ユーザ同士が

近づいた時、捜索依頼に関する情報（ID、依頼日時）

が BLE 接続により、やり取りされる。捜索依頼は周辺

のスマートフォンにリレーされ、広範囲の捜索を実現

する。自分のスマートフォンに捜索対象 IDがある場

合、発見情報(ID、場所)をリレーする。それにより、

紛失物の場所と日時が特定できる。発見完了リクエス

トは周辺のユーザに伝搬し、捜索に協力したことが各

ユーザに通知される。 

3. 本システムの特徴 

3.1 汎用的 BLE 端末に対応 

BLE4.0 では、MAC アドレス、UUID などが時間・端末

ごとに変更され、特定ができないとされている。その

ため、既存システムは専用の BLE 端末を用いるものが

多い。予備実験において、接続を確立する際に取得可

能な複数の値を組み合わせることで特定できることを

発見、独自の識別方式を開発した。本識別方式によ

り、端末に依存しない汎用的な紛失物対策システムを

実現した。 

3.2 個人情報の配慮 

BLE 端末 ID の検出で取得される、種類、場所、所有

者を適切に取り扱う必要がある。本システムでは、取

得したデータは全て暗号化、端末内にのみ保存され、

ユーザには表示しない。利用者と場所を紐つけないた

め、個人情報を侵害することがない。サーバを利用し

ないため、完全に情報流失を防ぐことができる。 

4. まとめ 

本システムは D2D 通信のみを用いて地域限定型の紛

失物捜索システムを開発した。サーバを利用しないこ

とで、情報流出などの問題を解決し、災害時や電波の

届かない場所でも捜索が可能である。D2D 通信による

捜索の輪の広がりが人と人とのつながりを形成し、思

いやりの心と安心を感じられるまちづくりにつながれ

ば幸いである。

 

図 1.システム構成図 
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1. はじめに 
　 自然の豊かな地域では、登山などの観光で地域活性
化に繋げようとする動きが活発です。知名度の低いよ
うな山に観光客を呼び込むには、登山道の風景や、実
際に登山をした際の臨場感を体験してもらうことが効
果的です。しかし、インターネットを通じて、年ごと
や、季節ごとに移り変わる風景を発信する場合、更新
頻度を維持するために多くのコストと手間がかかって
しまいます。 
　 一方、フィットネスクラブなどの運動施設の利用者
は年々増加しています。しかし、屋内での運動は、自
然の中での運動に比べて、動作や環境が単調になって
しまいます。 
　 そこで、コストや手間を要さずに、臨場感がある登
山の様子のコンテンツを作成することができ、それを
用いた擬似登山体験システムで多くの人に、様々な地
域の自然の魅力を知ってもらうことのできるシステム
「TOZAN」を提案します。 
 
2. システム機能概要 
2.1 登山ステージ作成機能 
　 地域住民や登山者向けの機能で、山道を登る様子を
自動で撮影して、簡単に発信することができます。 
　利用する際は、TOZAN記録アプリを使用します
(図1)。利用方法は、普段から登っている山道など
で、専用アプリを起動し、スマートフォンを胸に装着
するだけです(図2)。うまく撮影出来ていない写真
や、登山中の会話音声などは自動的に削除されますの
で、写真撮影を気にせずに登ることができます。 
 

図1 TOZAN記録アプリ 図2 スマートフォンの装着例 
 
2.2  広告挿入機能 
　 自治体のような地域活性化を目指している団体向け
の機能で、TOZAN記録アプリで撮影した写真から
自動生成されたステージを編集できます。ベスト
ショットや周辺の隠れた名スポット、ご当地グルメ情
報など、アピールしたいことをステージ上に組み込む
ことができます。 
 
2.3 擬似登山体験機能 
　 楽しんで運動をしたい施設運動者などを対象にした
機能で、ステッパーとディスプレイを用いて、室内で
擬似登山体験ができます(図3)。ステッパーによる歩
行モーションの速度や歩数がリアルタイムでディスプ

レイに反映され、実際に登山をしているような視点や
山の環境音で運動を楽しむことができます。また、登
頂までのタイムアタックや、ランキング機能により運
動の意欲向上も図っています。 
 

図3 ステッパーによる擬似登山体験 
 
3. システム構成 
　本システムの構成は次の通りです(図4)。地域住民
や登山者の方によって撮影された山のデータをサーバ
にアップロードすることで、自動で画像と音声を処理
し、擬似登山体験用のステージを生成します。それら
のデータをPCにダウンロードし、歩数や歩行速度を
検知するセンサを取り付けたステッパーと、歩行の動
作と連動して登山の様子を表示することで、実際に登
山をしているような感覚で運動ができます。また、自
治体の人は、地域の特産品や観光地の広告を、ステー
ジ中の立て看板として挿入できます。 
 

 
 図4 システム構成図 

 
4. まとめ 
　「TOZAN」により、山などの自然の観光資源の
アピールを簡単かつコストをかけることなく行うこと
できます。また、施設運動者が様々な地域の魅力を知
り、現地に足を運ぶことで、実際の登山で体を動かし
たり、観光地を巡ったりすることで地域活性化に繋が
ります。 

1. はじめに 

 平成 30 年度の紛失物は約 400 万点、38億円に達す

る。昔の日本では地域のつながりが強く、助け合って

探すのが普通であった。地域のつながりが弱くなった

現在では、他人の善意ばかりを期待できないため、多

くの紛失物対策システムが提案されている。これらの

システムは個人情報がサーバに集約されること、特定

の端末を対象とするなどの問題がある。我々は、サー

バを必要とせず、任意の端末で利用可能な紛失物検知

システムを提案する。 

2. 提供する機能 

本システムは、BLE 端末を用いた紛失物防止・捜索

システムである。ユーザは貴重品に任意の BLE 端末を

装着し、スマートフォンで周辺の BLE 端末 ID を検

知、捜索に利用する。データ保存にサーバを用いず、

プライバシーに配慮している。図 1にシステム構成図

を示す。 

2.1 紛失防止機能 

登録 BLE 端末とスマートフォンの接続が切れた時に

アラートを発し、ユーザに伝える。スマートフォンに

は、アラートを検出した日時・場所が記録されるた

め、紛失した場所を確認することができる。 

2.2 D2D 通信による連携捜索機能 

スマートフォンは、周辺の BLE 端末 ID・場所・日時

を取得し、端末内に一定期間保存する。ユーザ同士が

近づいた時、捜索依頼に関する情報（ID、依頼日時）

が BLE 接続により、やり取りされる。捜索依頼は周辺

のスマートフォンにリレーされ、広範囲の捜索を実現

する。自分のスマートフォンに捜索対象 IDがある場

合、発見情報(ID、場所)をリレーする。それにより、

紛失物の場所と日時が特定できる。発見完了リクエス

トは周辺のユーザに伝搬し、捜索に協力したことが各

ユーザに通知される。 

3. 本システムの特徴 

3.1 汎用的 BLE 端末に対応 

BLE4.0 では、MAC アドレス、UUID などが時間・端末

ごとに変更され、特定ができないとされている。その

ため、既存システムは専用の BLE 端末を用いるものが

多い。予備実験において、接続を確立する際に取得可

能な複数の値を組み合わせることで特定できることを

発見、独自の識別方式を開発した。本識別方式によ

り、端末に依存しない汎用的な紛失物対策システムを

実現した。 

3.2 個人情報の配慮 

BLE 端末 ID の検出で取得される、種類、場所、所有

者を適切に取り扱う必要がある。本システムでは、取

得したデータは全て暗号化、端末内にのみ保存され、

ユーザには表示しない。利用者と場所を紐つけないた

め、個人情報を侵害することがない。サーバを利用し

ないため、完全に情報流失を防ぐことができる。 

4. まとめ 

本システムは D2D 通信のみを用いて地域限定型の紛

失物捜索システムを開発した。サーバを利用しないこ

とで、情報流出などの問題を解決し、災害時や電波の

届かない場所でも捜索が可能である。D2D 通信による

捜索の輪の広がりが人と人とのつながりを形成し、思

いやりの心と安心を感じられるまちづくりにつながれ

ば幸いである。
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はじめに

宮崎県は“日本のひなた”をキャッチコピーにして

魅力の発信を行っています。私たちは、宮崎を訪れる

観光客の皆さんに日照時間、快晴日数、平均気温がト

ップクラスである宮崎のあたたかさを感じてもらいな

がら観光支援を受けてもらうことで、より宮崎を楽し

んでもらいたいと考え、ひなたぼっこをしながら観光

支援を受けられるシステム 「ひなタイム」（以下、本

システム）を開発しました。

概要

宮崎県の観光地は点在しており、公共交通機関が発

達していないことから、事前に計画を立てておくこと

が重要です。十分な時間が確保できない旅行者は、行

きたい観光要所を効率よく回る必要があります。事前

にチェックポイントとして、県内各地のひなタイムを

登録しておくことで旅程の参考にでき、次の行き先を

調べるために一度座ってもらうことでひなたぼっこに

よるリラックス効果や安らぎを得て、宮崎の良さを感

じてもらいながら、次の行き先を調べることがでます。

ユーザは座ることで顔認証によりログインすることが

でき、事前に登録しておいた情報をもとに情報を提供

します。また、紫外線、暑さ、湿度の情報を取得する

ことで暑さ指数を算出し、警告を表示することで使用

中の熱中症を予防します。

構成

投影面は、利用者が焦点を合わせなおす負担を軽減

し、目線上に機器や配線をなくすため、アクリル板に

農業用ビニールを貼って作成したポリッドスクリーン

としました。小型の マシンを通じてモバイル

プロジェクタにより画面を投影します。座ってすぐに

操作できるように、操作方法をハンドジェスチャとし

ました。また センサ“μ ”から紫外線、温度、

湿度を計測し、暑さ指数を算出します。 に対応し

ているため、配線が不要です。

図 投影画面

提供する機能

宮崎県 機能

宮崎県各市町村の観光情報の表示や、 動画を選択

して再生します。アカウントを作成していないユーザ

でも利用できます。

観光支援機能

ユーザの現在地、趣向に沿った観光情報を提供しま

す。事前に登録しておいた旅程を表示することもでき

ます。天気や気温など、観光に役立つ情報も表示しま

す。

熱中症予防機能

温度・湿度・紫外線センサ、風速計を用いて暑さ指

数（ ）をモニタリングし、 値が高くなった場

合や インデックスが高くなった場合は、 ポリッド

スクリーン上に警告を出し、 注意喚起します。

まとめ

本システムは観光客にパーソナライズされた情報を

提供するベンチ型のデバイスです。主な観光地に配置

することでチェックポイントとしても活用できます。

熱中症予防機能があることから、海水浴などの紫外

線を浴びやすいレジャー用途にも応用できます。また

今後の応用として旅程のモデルケースを提案すること

で観光客の満足度を高め、観光消費を訴求することが

考えられます。

はじめに

鳥取県内における過去 年間の交通事故死者数

人のうち歩行中の死者数は 人で、そのうち高齢者

は 人（ ）と高い割合となっている。また、 人

のうち 人（ ）は夜の事故となっている。さらに、

高齢歩行者の死傷者のうち、 が横断中（横断歩道

、横断歩道付近 、その他 ）、 が対面背面歩

行中となっている。地域の課題である高齢歩行者の交

通事故の防止のためには、道路を横断している、ある

いは路側帯や歩道を歩いている高齢者の存在を、迅速

にしかも正確に運転手に知らせることが必要となる。

そこで、私たちは、 を歩行者（高齢者）

に身につけてもらい、その発信電波を路側帯や歩道に

設置したマイコンで検知して 灯を光らせることに

より、遠方からでも歩行者（高齢者）の存在を運転手

に視覚的に知らせるとともに、高齢者の所在確認や災

害時の避難誘導に役立てることのできる「高齢歩行者

交通事故防止システム：スマートカーブミラー」（以下

「本システム」）を開発することにした。

本システムの概要

システム構成

本システムは、歩行者（高齢者）に身につけてもら

うペンダント型 （図 ）及びマイコン

（ ）と赤色 灯からなる歩行者検知警

報装置（図 ）で構成される。歩行者検知警報装置は、

図 のように、道路の両側の路側帯あるいは歩道の端

に 程度の間隔を置いて設置する。場所によっては、

標識や信号機など既存の設置物に取り付ける。

システムの機能

歩行者検知警報装置間は無線で接続

する。 の電波を受信すると、

と距離を取得できる。図 のように、

道路両側の 台の歩行者検知警報装置

を用いることにより、それらで形成さ

れるいずれかの三角形の内側に

が位置すれば横断中、そうでなければ

非横断中（歩道にいる）と判定する。

対面背面歩行中事故防止機能

路側帯や歩道にいる歩行者を検知し、その歩行者側

のレーンを近づいて来る車に、 灯を長い周期で点

滅させて歩行者の存在を知らせる（図 ）。これにより、

対面背面歩行中の交通事故防止につなげる。

横断中事故防止機能

横断中の歩行者を検知することにより、両側のレー

ンにおいて近づいて来る車に、 灯を短い周期で点

滅させて歩行者の存在を知らせる（図 ）。これにより、

横断中の交通事故防止につなげる。

所在確認機能

どの高齢者がどの歩行者検知警報装置の近くにい

るかを判別できるので、 を用いることなく所在確

認を行うことができる。

災害時避難誘導機能

災害発生時には、避難場所への経路に沿って 灯

を光らせることにより、避難誘導を行うことができる。

実現にあたっての課題と解決策

①高齢者に を身につけてもらえるか？

⇒ 反射材と一体にする等の工夫を行う。

②歩行者検知警報装置の耐環境性は大丈夫か？

⇒ 防水、防塵、太陽光バッテリー等を採用する。

③ を何ｍ手前から点滅させれば安全か？

⇒ 車の速度、道路の形状によって対応する。

④通行車両によって 電波が遮断されるでは？

⇒ 夜間の車両の通行の少ない時間帯を考える。

まとめ

今後は、既存の新交通管理システム（ ）や安全

運転支援システム（ ）等との連携を検討したい。図 横断・非横断
の判定

図 横断歩行者の検知と 灯点滅による警告

図 非横断歩行者の検知と 灯点滅による警告

図
（ 社）

図 歩行者検知
警報装置

灯

歩行者検知警報装置

図 道路への設置

歩行者がいる側の
灯を点滅させる

両側の 灯を
点滅させる
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はじめに

鳥取県内における過去 年間の交通事故死者数

人のうち歩行中の死者数は 人で、そのうち高齢者

は 人（ ）と高い割合となっている。また、 人

のうち 人（ ）は夜の事故となっている。さらに、

高齢歩行者の死傷者のうち、 が横断中（横断歩道

、横断歩道付近 、その他 ）、 が対面背面歩

行中となっている。地域の課題である高齢歩行者の交

通事故の防止のためには、道路を横断している、ある

いは路側帯や歩道を歩いている高齢者の存在を、迅速

にしかも正確に運転手に知らせることが必要となる。

そこで、私たちは、 を歩行者（高齢者）

に身につけてもらい、その発信電波を路側帯や歩道に

設置したマイコンで検知して 灯を光らせることに

より、遠方からでも歩行者（高齢者）の存在を運転手

に視覚的に知らせるとともに、高齢者の所在確認や災

害時の避難誘導に役立てることのできる「高齢歩行者

交通事故防止システム：スマートカーブミラー」（以下

「本システム」）を開発することにした。

本システムの概要

システム構成

本システムは、歩行者（高齢者）に身につけてもら

うペンダント型 （図 ）及びマイコン

（ ）と赤色 灯からなる歩行者検知警

報装置（図 ）で構成される。歩行者検知警報装置は、

図 のように、道路の両側の路側帯あるいは歩道の端

に 程度の間隔を置いて設置する。場所によっては、

標識や信号機など既存の設置物に取り付ける。

システムの機能

歩行者検知警報装置間は無線で接続

する。 の電波を受信すると、

と距離を取得できる。図 のように、

道路両側の 台の歩行者検知警報装置

を用いることにより、それらで形成さ

れるいずれかの三角形の内側に

が位置すれば横断中、そうでなければ

非横断中（歩道にいる）と判定する。

対面背面歩行中事故防止機能

路側帯や歩道にいる歩行者を検知し、その歩行者側

のレーンを近づいて来る車に、 灯を長い周期で点

滅させて歩行者の存在を知らせる（図 ）。これにより、

対面背面歩行中の交通事故防止につなげる。

横断中事故防止機能

横断中の歩行者を検知することにより、両側のレー

ンにおいて近づいて来る車に、 灯を短い周期で点

滅させて歩行者の存在を知らせる（図 ）。これにより、

横断中の交通事故防止につなげる。

所在確認機能

どの高齢者がどの歩行者検知警報装置の近くにい

るかを判別できるので、 を用いることなく所在確

認を行うことができる。

災害時避難誘導機能

災害発生時には、避難場所への経路に沿って 灯

を光らせることにより、避難誘導を行うことができる。

実現にあたっての課題と解決策

①高齢者に を身につけてもらえるか？

⇒ 反射材と一体にする等の工夫を行う。

②歩行者検知警報装置の耐環境性は大丈夫か？

⇒ 防水、防塵、太陽光バッテリー等を採用する。

③ を何ｍ手前から点滅させれば安全か？

⇒ 車の速度、道路の形状によって対応する。

④通行車両によって 電波が遮断されるでは？

⇒ 夜間の車両の通行の少ない時間帯を考える。

まとめ

今後は、既存の新交通管理システム（ ）や安全

運転支援システム（ ）等との連携を検討したい。図 横断・非横断
の判定

図 横断歩行者の検知と 灯点滅による警告

図 非横断歩行者の検知と 灯点滅による警告
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歩行者がいる側の
灯を点滅させる

両側の 灯を
点滅させる
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1. はじめに 

 現代において、多くの人は待ち時間などの暇な時間、

“スキマ時間”を有している。この時間に周辺を散策

したり、どこか店に寄ったりすること、すなわち“ぶ

らつく”ことをしてもらえれば、地域の良さを知って

もらうとともに、地域経済の発展が期待される。しか

し、実際には多くの人がスキマ時間にスマートフォン

を触るなど、その場にとどまって過ごしている。その

理由はスキマ時間に「～に行きたい」「～をしたい」な

どの目的を持っていないためだと考えた。そこで私た

ちは目的のない人にスポットを提案し、ぶらつくこと

を促進するためのシステムを提案・製作した。 

2. 概要 

 本システムは、ユーザーの現在地周辺の喫茶店や神

社などのスポットを、ユーザー情報から空気を読んで

提案や表示、案内することができる Androidアプリケ

ーションである。周囲のスポットから条件に合うスポ

ットのみに表示を絞ることで、周辺のぶらつきをサポ

ートすることを目的としている。 

3. 機能 

3.1 空気を読んだスポット表示 

 “空気を読む”とは、ユーザーの興味や現在時刻な

どに基づいたスポットを提案することである。アンケ

ートから得られる年齢や性別、趣味といったユーザー

情報を元に、ユーザーの特徴量ベクトルを算出する。

また、Google Maps Platformから得られるスポット情

報からスポットの特徴量ベクトルも算出する。これら

のベクトルに、さらに現在時刻などを加味してユーザ

ーと周辺スポットの関連度を計算することで、ユーザ

ーの興味のあるスポットを提案することができる。 

3.2 周辺のスポットの表示 

アプリ起動時に空気を読んだ周辺のスポットをリス

トにして表示する。周辺のスポットは GPSによる位置

情報に基づいて検索を行う。また、リストには Google 

Maps Platformから取得したスポットの名前、画像、

そこまでの移動時間が記載されている。 

3.3 スポットの詳細表示 

スポットのリストから各スポットをタップすると、

それらの画像や名前、評価や道のりなどといった詳細

情報を表示する。 

3.4 スポット検索 

 スポットのジャンル、ユーザーのスキマ時間等の条

件を入力すると、その条件に合ったスポットを表示す

る。 

3.5 スポット提案機能 

 スキマ時間のみを指定し、空気を読んで一つだけス

ポットを提案する。これは、スキマ時間ができ、時間

をつぶせればどこでもいいという人向けの機能である。 

4. 構成 

ぶらり案内板のシステム構成を図 1に示す。ユーザ

ー情報に合わせたスポットの往復時間や写真などの情

報を検索し、ユーザーに提案するといった構成になっ

ている。 

 
図 1 システム構成 

5. まとめ 

 本アプリケーションは、周辺を気軽にぶらつくこと

を可能とする。多くの人がこのアプリケーションを用

いて周辺をぶらつくことで、地域への理解が深められ

るとともに、地域の経済が発展することを期待してい

る。 

はじめに

印字で記述された書類を視覚障害者が読むためには、
点字に翻訳する業者に依頼する必要があり、長い時間
と多額の資金が必要です。
そこで私たちは、視覚障害者が自身で手軽に点訳

できるシステムが必要と感じ、「 てんどっく
自動点字相互翻訳システム 」を開発しました。

概要

「 てんどっく 」は図 のように、印字を点字
に、また点字を印字に変換する機能と、点字を送受信
できるインターネットを利用した疑似 機能を備
えたシステムです。
子供の学校で配布されたプリントや自治会の連絡の

手紙を、点字に全自動で変換できます。この時、箇条
書きやタイトルは自動で点字用に最適化されます。
また同様に、点字で記述されたプリントを全自動で

印字に戻すこともできます。

図１ 主な三つの機能

さらに、今までは印字でしかできなかった「 」
という伝達手段を、点字に対応させました。他の
「 」に対して、手元の点字の文書を送信し、
自動で印刷させることができます。
これらの機能は、すべて音声認識のみで操作する

ことができます。

システム構成

主なシステム構成

印字 点字をスキャンするスキャナ、インクジェット
プリンタ、点字プリンタの三つのデバイスと、それら
を制御するコンピュータ、点字 印字の をするサ
ーバー、また音声認識用の を使用
してシステムを構成しています 図 。

図 システム構成

詳細な挙動

点字・印字の相互変換機能では、スキャンした画像
を サーバーに送信し、文字列と、文字の特徴か
ら導出した見出し・箇条書きなどの情報を取得します。
その文字列を を用いて加工し、点字プ
リンタで印刷します。

機能では、スキャンした点字から によっ
て文字列を取得し、指定した送信先に文字列と
印刷リクエストを送信します。リクエストを受け取っ
た「 」は、直ちにその文字列を点字に変換して点
字プリンタより印刷します。

まとめ

「 」を使用することによって、健常者の点訳に
頼ることなく、視覚障害者が自身で手軽に点訳が可
能になります。視覚障害者と健常者の紙面における
意思疎通をよりスムーズにし、視覚障害者の”自活”
を促進することで、地域のコミュニティ全体を活発
にできる事を期待しています。
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「 」を使用することによって、健常者の点訳に
頼ることなく、視覚障害者が自身で手軽に点訳が可
能になります。視覚障害者と健常者の紙面における
意思疎通をよりスムーズにし、視覚障害者の”自活”
を促進することで、地域のコミュニティ全体を活発
にできる事を期待しています。
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1. はじめに 

近年、肢体不自由の障がいを持っている方の内、半

数以上がスポーツレクリエーションを行わないという

現状があります。その原因として、「車椅子に乗りなが

ら出来るスポーツレクリエーションが限られている」

ことが挙げられます。また、健常者との交流を目的と

したレクリエーションをする機会が少ないという現状

もあります。そこで、頭の向きを利用した注視入力を

用いて、若い世代の車椅子利用者に楽しんでもらえて、

かつ車椅子利用者と健常者との交流を図れるレクリエ

ーションゲームとして「ANIMAL CAPTURE」を考えまし

た。 

2. システム概要 

本システムでは AR を利用します。AR ゴーグルであ

る HoloLens を被ったプレイヤーが車椅子に乗って行

うゲームです。HoloLens を通して見える動物にエサを

与えてポイントを稼ぎます。また HoloLens を通して見

える画面は外部のタブレットに出力して観戦者にも見

てもらえるので、動物の位置をプレイヤーと観戦者で

共有しあい、コミュニケーションをとることができま

す (図１)。 

 

図 1ゲームの全体像 

2.1 ルール説明 

HoloLens を通して見える画面上 (図 2) にはお腹を

空かせて怒っている動物がいます。その動物に対して

注視入力をしてエサを与えることで動物の機嫌を取り

ます。最終得点は、エサを与えた回数、最後に機嫌の

良い動物の数を総合して算出します。 

 

図 2 プレイ画面 

2.2 システム構成 

Blender で 3D モデルを作り、Unity でゲームを作成

しました。HoloLens に備わっている SLAM 機能で自身

と動物の位置情報を取得します。また Microsoft 

Hololens を用いて、外部ディスプレイに画面を共有し

ます。 

2.3 注視入力の詳細 

 動物が自身の位置から 1.5m 以内にいて注視入力可

能マークがついていたら、その動物に対して注視入力

を行うことができます。動物に画面中心の白点を動物

に合わせると注視入力ゲージが出るので、ゲージが貯

まるまで見続けると、自身の場所からエサが出てエサ

やりが完了します (図 3)。 

 

図 3 ゲーム内の注視入力の流れ 

3 地域での活用 

プレイヤーと観戦者がお互いゲームに参加できるた

め、広い区分の人々がコミュニケーションをとること

が出来ます。このゲームを通して地域の人々の交流を

深め、よりよい地域となっていくことに貢献します。

現在、地元の養護学校や小学校の生徒および公益財団

法人などに協力して頂きながら実証実験をしています。 

1.はじめに 

沖縄県では毎年、観光客によるマリンレジャーでの

水難事故が多発しています。海辺で発生した事故の内、

原因の 60％として挙げられるのが「離岸流」です。 

「うみまもる」では IoTを活用して離岸流を検知し、

水難事故の早期発見・救助をサポートします。 

2. 離岸流とは 

図 1 離岸流の模式図 

海岸に溜まった波が岸から沖に向かって流れる現象

を、離岸流といいます。離岸流は海面を見ただけでは

発見しづらい上、多くの観光客が海を訪れる沖縄県で

はライフセーバーが全ての観光客を見守ることが困難

です。「うみまもる」では、離岸流特有の海流を検知し

ます。 

3. システムの概要 

図 2 システム構成図 

3.1 水中モジュール 

海底に複数の水中モジュールを 15m間隔で設置し、

水流量センサーを使って海流の速さと向きを取得しま

す。取得した情報は、海上通信機を介してサーバに送

られます。 

3.2 サーバ 

水中モジュールから送られてきた海流の情報を 

1. 海流は岸から沖の方向へ流れているか 

2. 流速 1.6m/s以上か 

の 2つの条件を基に離岸流の判定を行い、離岸流だっ

た場合は警報ポール・スマートフォンのアプリに通知

します。 

3.3 警報ポール 

サーバからの通知を基に、離岸流の発生場所に最も

近いポールが発光し警報音を鳴らすことで、観光客に

海に入らないよう促します。 

3.4 スマートフォンのアプリ 

ライフセーバーや海の管理者は、アプリを使って離

岸流が発生したかどうかや発生場所の情報を知ること

で、早期救助に備えることができます。 

4.実現方法 

4.1 海流情報の取得 

海流が発生すると、水中モジュールに付いている流

量計を使って流速の計算を行うことができます。また、

磁石を付けたプラスチック板が海流の力で回転するこ

とにより、磁気センサーを用いた流向の計算を行うこ

とができます。 

4.2 水中モジュールと海上通信機の通信 

水中モジュールは、海流の情報を水中音響通信で海

上通信機に送っています。音は海水による減衰が小さ

く有効距離が広いため、海中での通信に適しています。 

また通信を無線で行うことで、機動性の高さ・有線で

つなげるコストと手間の削減を実現し、どんな海でも

簡単に導入できることを目指しています。 

5. まとめ 

私たちは、「うみまもる」で離岸流による水難事故の

早期発見・早期救助をサポートすることで、観光客が

もっと安全で楽しく沖縄県を満喫できるような地域づ

くりに貢献していきたいです。 
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1. はじめに 

 近年地方では高齢化が問題視されている。その中で

多く起きているのが高齢者の自動車事故だ。高齢者が

多い地方だからこそ、このような事故を防ぎたい。 

 そこで、私たちは高齢者の自動車事故を防ぎ安心で

きる街づくりを行うためにドライバーにも歩行者にも

対応する新たなシステム「Safety 双光」を開発した。 

２. 事故が引き起こされる原因 

事故が引き起こされる原因は大きく分けて①歩行中

の事故、②運転中の事故の二つに分けられる。 

①では、信号機のない横断歩道が多い地方では高齢者

が車の把握をすることが困難になり事故に遭うケース

が多い。②では、高齢者ドライバーの注意不足によっ

て事故が引き起こされるケースが多い。 

３. システム概要 

本システムは、歩行者用システムとドライバー用シ

ステムで構成されている。Raspberry Piと感圧センサ

ー、ドップラーセンサーを使用する。 

３.１ 全体の構成 

 ①２０秒で初期状態に戻す。②感圧センサーが踏ま

れる③or③’から送られてきた速度が 40km/h 以上の

時、足元表示板を止まれの表示にし LEDライトを点滅

させる。 

 

図１ システム概要図（全体） 

 

３.２ 歩行者用システム 

 歩道に足元表示板を設置し、横断の可否を LEDで文

字点灯して表示する。横断不可時には止まれと表示さ

れる。 

 

図２ 歩行者用システム 

３.３ ドライバー用システム 

縁石にライトを設置することで注意喚起を促す。横

断歩道に歩行者がいる場合のみライトが点灯する。ラ

イトは縁石に５mの間隔をあけて設置されている。 

 

図３ ドライバー用システム 

４. まとめ 

 本製品は歩行者とドライバーの双方に対応している

ことや設置費用、ランニングコストの低コスト性、高

齢者の歩行速度に対応していることから地方に住む高

齢者に優しい製品となっている。 

 本システムを地方で導入することによって高齢者事

故を防ぎ安全して過ごせる街づくりができるだろう。 

1. はじめに 

日本では 3世代それぞれ別の地域で暮らす家族が増

加してきました。電話やメールだと遠くの家族と連絡

を取るのがだんだん疎遠になってしまい、家族の絆が

弱まってしまいます。そこで私たちは遠くに離れてい

ても各家庭に 1台設置したロボットを通して家族の存

在感を感じることができるシステム『uniHome』を提案

します。 

2. システムの概要 

『uniHome』は、家族がそばにいるような存在感を感

じるために、人に容姿が似ていて親しみやすいロボッ

トを通して「地域と都会で離れて暮らす家族と送る意

識がなくても繋がることができる」、「日常的に感じら

れる家族の存在感」を提供します。これにより、離れ

ていても家族が側にいるような安心感を得ることがで

きます。 

 

 

 

 

図 1利用イメージ 

3. コミュニケーションロボット、「unibo」 

 

 

 

 

 

 

図 2.unibo の機能 

「unibo」は離れた家族の代わりにメッセージや想

いを簡単な動作をすることで、伝えてくれたり、届け

てくれたりしてくれます。例えば「unibo」に近づくと、

離れた家族を想っている気持ちや存在感を意識せず送

り合うことができます。他にも、孫がロボットの近く

にいることを、リアルタイムで祖父母の家にいるロボ

ットの台の LED を光らせて伝えます。 

4. uniHome の 3つの機能 

1.ロボットの近くにいることで存在を伝える機能 

離れて暮らす家族の家にいる unibo が自分の代わり

となってロボットの近くにいることを伝えてくれ、離

れて暮らしていても家族の存在を日常的に感じること

ができます。 

2.なでるだけで想っていることを伝える機能 

離れて暮らす家族の家にいるロボットが自分の代わ

りとなって、家族を想っていることをダンスで伝えて

くれ、家族に想われている温かさを感じることができ

ます。 

3.あいさつを伝える機能 

離れて暮らす家族の家にいるロボットが自分の代わ

りとなって、あいさつごとに決まったポーズであいさ

つを伝えます。これでより家族との繋がりを感じるこ

とができます。 

5. 実現方法 

システム構成図を図 3に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.システム構成図 

6. おわりに 

私たちは『uniHome』でより家族の絆を深め、地域

と都会に住む家族をひとつに繋げます。 
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1. はじめに 
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となってロボットの近くにいることを伝えてくれ、離

れて暮らしていても家族の存在を日常的に感じること

ができます。 

2.なでるだけで想っていることを伝える機能 

離れて暮らす家族の家にいるロボットが自分の代わ

りとなって、家族を想っていることをダンスで伝えて

くれ、家族に想われている温かさを感じることができ

ます。 

3.あいさつを伝える機能 

離れて暮らす家族の家にいるロボットが自分の代わ

りとなって、あいさつごとに決まったポーズであいさ

つを伝えます。これでより家族との繋がりを感じるこ

とができます。 

5. 実現方法 

システム構成図を図 3に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.システム構成図 

6. おわりに 

私たちは『uniHome』でより家族の絆を深め、地域

と都会に住む家族をひとつに繋げます。 
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１．はじめに

日本はその自然条件から，台風・豪雨・地震などに

よる自然災害が非常に多い国です．そのため，私たち

の住む地域もいつ自然災害に襲われる危険があります．

そのため，「命を守る」ということを個人だけでなく，

地域全体として考える必要があります．また，防災活

動を通じて町の安全度を高め，地域のコミュニティを

活性化することによって住民の町に対する満足度を向

上し人口流出を防ぐことができます．

そこで私たちは防災教育システム「語 」を提案

します．

既存の防災教育システムは災害発生直後に何が起こ

るのかに焦点を当てていますが，本システムでは災害

発生後に何が起こるのかを発生瞬間の「点」としてみ

るのではなく，それから起こる様々なことを時系列的

に「線」として体験することができます．

２．システムの概要と機能の説明

本システムでは 以上を搭載しているス

マートフォンでの利用を想定しており ，

言語で開発しています．

本システムには つの機能があります．

カメラ機能：シミュレーションを開始してから実際

に経過した日数によってカメラに写したものがどのよ

うになっているかお知らせする

通知機能：その経過日数においてその地域で起こる

様々な情報を通知でお知らせする

地図機能：現在地の近くにある避難場所や危険地域

をお知らせする

これらの機能で使用するデータは各自治体が提供し

ているハザードマップ，公式の や に掲載

されている情報を基に作成しました．

３．システムの構成と実装内容

本システムの全体的な構成を図 に示します．

ユーザーは最初にアプリケーションを起動すると災

害の種類を選択しシミュレーションを開始します．

３．１．カメラ機能

この機能ではスマートフォンのカメラを利用し，利

用者が災害時に使えるかどうか知りたい物を撮影し，

オープンソースの機械学習ライブラリである

をスマートフォンで利用できるように最

適化した「 」を利用し画像に写ってい

るものを識別します．識別したものがシミュレーショ

ンを開始してからの日数で利用できるかどうかを表示

します．

３．２．通知機能

この機能ではスマートフォンに通知の送付や，デー

タベースを作成するために 社が提供している

「 」を利用しました．

通知内容はあらかじめ に登録し，シミュレ

ーションを開始してからの日数に応じて通知を送りま

す．

３．３．地図機能

スマートフォンの を使ってユーザーの現在地

を取得し，あらかじめ に登録された避難

場所や危険場所を表示し，その詳細情報や現在地から

の経路を知ることができます．

図 システム構成

はじめに

あなたは，自宅の近くの道をすべて把握できていま

すか。本システムは未知の道を発見することで地域の

魅力を再発見することをサポートします。

本システムを利用して，今まで知らなかった身近な

地域の良さにふれることで，郷土愛を育み，自身の住

む町の理解の向上を図ります。

システム概要

本システムはスマホで動作するアプリケーションと

道の情報を管理するサーバーで構成されます。

スマホアプリには三つのモードがあります。

 ユーザーの知らない道を通知

でユーザーが歩いた道を取得してサーバー

に送り過去のデータと照合して歩いていない道

を通知します。

 未知の道でルート検索

目的地を指定すると、できるだけ未知の道を通

るようなルートを検索して提示します。

 気に入った景色の保存と共有

道を探索中に，美しい花が咲いていたり，気に

入った風景があれば写真を撮りサーバーにアッ

プロードすることで記録に残したり他のユーザ

ーと共有することができます。他のユーザーに

よって撮影された写真を，通知やルート検索時

に合わせて表示することで，ユーザーの興味を

惹きます。

システムの機能

の概要で示したモードに従って機能を説明します。

未知の道の表示

ユーザーの位置情報を取得し，現在地付近にまだ通

ったことのない道がある場合は通知を送ります。それ

によりユーザーの行動を促し，地域を知る手助けをし

ます。

ルート検索

出発地から目的地までにあるユーザーが通ったこと

のない道を使用してルート検索を行います。通ったこ

とのない道をルートに組み込むことで，普段の生活の

中で自分の住む地域への知識を深めることができます。

写真の保存・共有

写真はルート上に表示されます。このとき，写真を

撮った時間帯や期間（季節）で絞り込むことができま

す。これにより，通学時間帯の危険個所や季節の草花

などに絞り込んで見ることができます。

システム構成

スマホアプリは で開発し，ルート

や写真などの管理はデータベースサーバーに

を 使 用 し ま す 。 ま た 地 図 情 報 は

を使用して実現します。図 に本シス

テムの構成を示します。

図１ システム構成図

おわりに

現在，ショッピングモールやデパートなどの商業施

設内のナビゲーションに特化した地図アプリや障碍者

向けのバリアフリー情報，地域のハザードマップなど，

ユーザー自身による地図上への付加情報を追加できる

システムが多く開発されています。

本システムで，まだあなたの知らないあなたが住む

街を見てみませんか？
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はじめに

あなたは，自宅の近くの道をすべて把握できていま

すか。本システムは未知の道を発見することで地域の

魅力を再発見することをサポートします。

本システムを利用して，今まで知らなかった身近な

地域の良さにふれることで，郷土愛を育み，自身の住

む町の理解の向上を図ります。

システム概要

本システムはスマホで動作するアプリケーションと

道の情報を管理するサーバーで構成されます。

スマホアプリには三つのモードがあります。

 ユーザーの知らない道を通知

でユーザーが歩いた道を取得してサーバー

に送り過去のデータと照合して歩いていない道

を通知します。

 未知の道でルート検索

目的地を指定すると、できるだけ未知の道を通

るようなルートを検索して提示します。
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道を探索中に，美しい花が咲いていたり，気に

入った風景があれば写真を撮りサーバーにアッ

プロードすることで記録に残したり他のユーザ

ーと共有することができます。他のユーザーに

よって撮影された写真を，通知やルート検索時

に合わせて表示することで，ユーザーの興味を

惹きます。

システムの機能

の概要で示したモードに従って機能を説明します。

未知の道の表示

ユーザーの位置情報を取得し，現在地付近にまだ通

ったことのない道がある場合は通知を送ります。それ

によりユーザーの行動を促し，地域を知る手助けをし

ます。

ルート検索

出発地から目的地までにあるユーザーが通ったこと

のない道を使用してルート検索を行います。通ったこ

とのない道をルートに組み込むことで，普段の生活の

中で自分の住む地域への知識を深めることができます。

写真の保存・共有

写真はルート上に表示されます。このとき，写真を

撮った時間帯や期間（季節）で絞り込むことができま

す。これにより，通学時間帯の危険個所や季節の草花

などに絞り込んで見ることができます。

システム構成

スマホアプリは で開発し，ルート

や写真などの管理はデータベースサーバーに

を 使 用 し ま す 。 ま た 地 図 情 報 は

を使用して実現します。図 に本シス

テムの構成を示します。

図１ システム構成図

おわりに

現在，ショッピングモールやデパートなどの商業施

設内のナビゲーションに特化した地図アプリや障碍者

向けのバリアフリー情報，地域のハザードマップなど，

ユーザー自身による地図上への付加情報を追加できる

システムが多く開発されています。

本システムで，まだあなたの知らないあなたが住む

街を見てみませんか？
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はじめに

近年、三重県鳥羽市では少子高齢化が進んでいます。

平成元年に 人だった人口が、令和元年には

人になっており、今後の公共施設のあり方を考

える必要があります。ただし、市役所はさまざまな情

報を保有していますが、うまく活用できていません。

そこで、私たちは鳥羽市役所と連携し住民基本台帳

のデータや、公共施設の位置情報などを地図上に表示

して、現在の問題点や今後のあるべき姿を検討するた

めの アプリ「とばまっぷ」を提案します。

 

システム概要

「とばまっぷ」は、地図上にプロットした各種デー

タについて、属性によるフィルタリングを施して、任

意の分析が可能なシステムです。分析結果は、個人情

報を排除し サイトとして市民にも公開可能です。

 

図１ 「とばまっぷ」のシステム概要

機能説明

住民・住居のプロット

基本的な機能は住民、住居データのプロットです。

年代別や性別で住民の位置を地図上にプロットするこ

とで、小学生の多い地域、高齢化が進んでいる地域な

ど、住民の分布を詳しく知ることができます。

また、空き家をプロットすることで再利用が可能か、

どの地域に移住者を斡旋するかなどが検討できます。

なお、タイムスライダーを用いて、未来・過去・現

在における各町の住民の分布を閲覧できます。

図２ 住民や住居のプロット画面

公共施設の利用状況分析

公民館やバス停の利用者数、年齢層を可視化し、様々

な視点から評価値を算出します。これを使って公共施

設やバス停の位置は適当か、施設の統合が必要かなど

の検討ができます。

また、施設を擬似的に消滅させたり、ドラッグ操作

で移動させることができます。この動きに合わせて評

価値が再計算されるので、施設の統合や移動などを検

討することが可能です。

図３ 公民館のプロットとスコア表示の例

おわりに

我々は、鳥羽市役所の職員の方々に協力していただ

き、綿密に情報共有を行いながら開発を進めました。

分析結果は、市役所内だけではなく、市民向けに公

開し、皆さんに有効に使ってもらえるようにします。
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はじめに

近年、三重県鳥羽市では少子高齢化が進んでいます。

平成元年に 人だった人口が、令和元年には

人になっており、今後の公共施設のあり方を考

える必要があります。ただし、市役所はさまざまな情

報を保有していますが、うまく活用できていません。

そこで、私たちは鳥羽市役所と連携し住民基本台帳

のデータや、公共施設の位置情報などを地図上に表示

して、現在の問題点や今後のあるべき姿を検討するた

めの アプリ「とばまっぷ」を提案します。

 

システム概要

「とばまっぷ」は、地図上にプロットした各種デー

タについて、属性によるフィルタリングを施して、任

意の分析が可能なシステムです。分析結果は、個人情

報を排除し サイトとして市民にも公開可能です。

 

図１ 「とばまっぷ」のシステム概要

機能説明

住民・住居のプロット

基本的な機能は住民、住居データのプロットです。

年代別や性別で住民の位置を地図上にプロットするこ

とで、小学生の多い地域、高齢化が進んでいる地域な

ど、住民の分布を詳しく知ることができます。

また、空き家をプロットすることで再利用が可能か、

どの地域に移住者を斡旋するかなどが検討できます。

なお、タイムスライダーを用いて、未来・過去・現

在における各町の住民の分布を閲覧できます。

図２ 住民や住居のプロット画面

公共施設の利用状況分析

公民館やバス停の利用者数、年齢層を可視化し、様々

な視点から評価値を算出します。これを使って公共施

設やバス停の位置は適当か、施設の統合が必要かなど

の検討ができます。

また、施設を擬似的に消滅させたり、ドラッグ操作

で移動させることができます。この動きに合わせて評

価値が再計算されるので、施設の統合や移動などを検

討することが可能です。

図３ 公民館のプロットとスコア表示の例

おわりに

我々は、鳥羽市役所の職員の方々に協力していただ

き、綿密に情報共有を行いながら開発を進めました。

分析結果は、市役所内だけではなく、市民向けに公

開し、皆さんに有効に使ってもらえるようにします。

 

はじめに

日本は自然災害の発生しやすい国であり，毎年多く

の人命が失われていることから，何かしらの対策が必

要である． 年に発生した「阪神・淡路大震災」で

は，救助のうちの多くが自助・共助によるものであり，

これを補助できれば減災に貢献できると考える．

そこで私達は，地域内の人と効率的に情報共有がで

きる アプリケーション「 」を提案する．

システムの概要

本システムは「同じ地域内にいる人」を対象として，

情報の送受信を行う アプリケーションである．情

報の投稿，閲覧ともに， ブラウザを開けるデバイ

スがあり，そのデバイス上で位置情報の利用が許可さ

れている場合には何処からでも利用できる．

投稿者は，テキストメッセージや写真に加えて現在

の位置情報や投稿の種類を送信する．この位置情報を

元に，マップ上には投稿が設置される．他のユーザー

は投稿に一定距離まで近づくと，マップ上に配置され

た閲覧することができる（図 ）．

情報の投稿

投稿者は，投稿の種類を選択，テキストメッセージ

を追加，写真を任意で添付し送信すると，その投稿に

送信端末の現在の位置情報を付加して送信する（図 ）．

本システムには投稿の種類を選択する機能があり，

これを利用することで，投稿者は何のための投稿かを

簡潔に伝えることができる．例えば，災害が発生した

際，救助をお願いしたいときには「 」，交通情報を

伝えたいときには「災害情報」を選択する．

また，落し物の発見，迷子の保護など，属性の種類

次第で扱える情報は多岐に渡るため，災害が発生して

いないときでも有効に利用できる．このようにして，

常にアプリケーションを利用してもらうことでアクテ

ィブユーザーを増やし，災害発生時により多くの情報

を集め易くする．

投稿の閲覧

閲覧画面上には付近のマップが表示されており，そ

の付近に投稿があった場合には，位置情報に関連づけ

てマップ上に表示される（図 ）．

これにより，ユーザーは何処で何が起きたのか，ま

た何処に助けを必要としているのかを一目で確認する

ことができ，情報収集の効率化，漏れ防止に貢献する．

図 システム構成

図 投稿画面

図 マップ画面
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1. はじめに 

 近年、東日本大震災に始まり、熊本地震、西日本豪

雨などの多くの災害が日本を襲った結果、ボランティ

アの需要が高まりつつあると同時に、ボランティアに

対する意識も高まっている。しかし、ボランティア派

遣先に偏りが生じてしまい、場所によって復興に差が

出てしまっているのが現状である。実際に、西日本豪

雨の際にボランティアを募ることができたもののボラ

ンティア不足の地域が多くあった、ということをメデ

ィアが取り上げていた。 

そこで、マッチング・リコメンド機能により偏りな

く復興支援の労働力を募集者に提供することで前述の

課題の達成を図ったのが本システムである。 

2. システム概要 

本システムは、被災して復興のための人手が欲しい

という募集者と、ボランティアで社会貢献をしたいと

いう志願者をターゲットにした Webブラウザサービス

である。募集者と志願者は必要な個人情報を入力して

本サイトに登録をし、志願者の希望に沿ったマッチン

グを行う。志願者の数が需要より少なかった場合は募

集者が提示した志願者の条件や志願者の個人情報から

リコメンドを行い、ボランティアの募集を図る。 

3. システム構成 

本システムはユーザーが持っている Webブラウザ搭

載端末と管理者側のサーバ(Web,AP,DB)から構成され

ている。 

 

図 1 システム構成全体図 

4. 機能詳細 

4.1 募集者、参加者のサイト登録 

 募集者、志願者は情報端末を用いて本システムのポ

ータルサイトにアクセス。それぞれ個人情報を入力を

し、サーバへデータを送信することでサイトに登録を

する。募集者は募集内容も入力して掲示板形式でサイ

トに掲載することができる。 

4.2 マッチング 

志願者は Webサイトに掲載されている募集要項から

希望するボランティアに申し込みをすることで募集者

とマッチングし、ボランティア成立となる。その際は

募集者に参加者情報の通知が来る。 

4.3 リコメンド 

 志願者が目標数集まらなかった場合もある。その場

合サイト登録者に通知をして、ボランティアを補う。 

その時は、募集場所から近い住所をサイトに登録し

ている登録者や、力仕事の募集の場合、高齢者や女性

を除く登録者など、募集要件に適し、リコメンドに応

じてくれそうな登録者を登録情報からピックアップし、

順に通知を行う。 

 

図 2 サービスフェーズ 

5. まとめ 

私達は本システムを利用することで、ユーザーのニ

ーズに合わせたボランティア募集を行い、復興支援を

より効率化するサービスを提供することができると考

えている。 

 

はじめに

近年、畜産業において高齢化による人手不足が問題

となっており、できるだけ人手をかけずに家畜の世話

のできるシステムが求められています。私たちは利用

されていない地域を資源として活用することのできる

放牧に着目し、ドローンとアプリ、 デバイスを用

いて離れた場所でも牛の状態を確認、管理できるシス

テム「 」を提案します。

システム概要

「 」では、 デバイスを牛に取り付け

ることで牛の位置をアプリで確認し、ドローンにより

現在の牛の様子を確認することができます。システム

概要図を図１に示します。

図１ のシステム概要図

デバイス

牛の位置情報を取得するための デバイスは牛の

首にかけるだけで取り付けが可能です。 データの

送受信には消費電力が低く誰でも使用することのでき

る 通信を用いています。

牛の健康状態を確認する

「 」では デバイスを付けた牛の位置

がアプリのマップ上にマーカーで表示されます 図２ 。

各マーカーには名前 を設定することができます。

また、アプリでは牛の移動量をグラフで確認するこ

とができます 図３ 。牛は発情すると移動量が増える

という性質から、日ごろの平均移動量をもとに牛の発

情を推測します。牛の発情が推測される場合にはマッ

プに表示されるマーカーの色が赤から黄色へ変化しま

す。

図２ 牛の状態を表示 図３ 移動量をグラフ表示

牛の様子を映像で確認する

発情している疑いがある牛にはドローンを飛ばして、

撮影した映像をアプリで確認することができます。ド

ローンは状態を確認したい牛のマーカーをタップする

ことで飛ばすことができます 図４ 。ドローンは自律

飛行によって牛のもとまで向かうため、どなたでも簡

単にドローンによる撮影を行うことが可能です。

ドローンが撮影した牛の様子はアプリで見ることが

できます。利用者が映像を見ることで、種付け、分娩

などの予定を立て、カレンダー機能によりすぐにメモ

をすることができます。

図４ ドローンでの撮影の流れ

．おわりに

私たちは、島根県知夫村役場の職員、また放牧農家の

方々に協力していただきながら実地試験を繰り返し行

っています。本システムの実現により畜産業の発展に

寄与し、地域活性化に繋げます。
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はじめに

近年、畜産業において高齢化による人手不足が問題

となっており、できるだけ人手をかけずに家畜の世話

のできるシステムが求められています。私たちは利用

されていない地域を資源として活用することのできる
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ることで牛の位置をアプリで確認し、ドローンにより

現在の牛の様子を確認することができます。システム
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送受信には消費電力が低く誰でも使用することのでき

る 通信を用いています。

牛の健康状態を確認する

「 」では デバイスを付けた牛の位置

がアプリのマップ上にマーカーで表示されます 図２ 。

各マーカーには名前 を設定することができます。

また、アプリでは牛の移動量をグラフで確認するこ

とができます 図３ 。牛は発情すると移動量が増える

という性質から、日ごろの平均移動量をもとに牛の発

情を推測します。牛の発情が推測される場合にはマッ

プに表示されるマーカーの色が赤から黄色へ変化しま

す。

図２ 牛の状態を表示 図３ 移動量をグラフ表示

牛の様子を映像で確認する

発情している疑いがある牛にはドローンを飛ばして、

撮影した映像をアプリで確認することができます。ド

ローンは状態を確認したい牛のマーカーをタップする

ことで飛ばすことができます 図４ 。ドローンは自律

飛行によって牛のもとまで向かうため、どなたでも簡

単にドローンによる撮影を行うことが可能です。

ドローンが撮影した牛の様子はアプリで見ることが

できます。利用者が映像を見ることで、種付け、分娩

などの予定を立て、カレンダー機能によりすぐにメモ

をすることができます。

図４ ドローンでの撮影の流れ

．おわりに

私たちは、島根県知夫村役場の職員、また放牧農家の

方々に協力していただきながら実地試験を繰り返し行

っています。本システムの実現により畜産業の発展に

寄与し、地域活性化に繋げます。
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はじめに

私達の住む市町村には、地域の活性化・住みやすさ向上の

ための制度が多くある。児童手当や就学援助といったものは

よく知られているが、地域特有の制度や条件の厳しいものは

あまり知られていない。これらの原因として、現代の若者や

働き盛りの人は役所への問い合わせや訪問に時間を使うの

を嫌う傾向にあることが考えられる。地域活性化のためには、

既存の制度をしっかりと周知し、住民ひとりひとりが「住みや

すい街とはなにか」を考え地方自治に参加する必要がある。

調査によってあがった課題

前述の状況を受け、役所へ訪問し実態を調査した。

制度の認知に関する問題として、今回あがった課題点は以下

のとおりである。

制度名がわからず、どのように調べたらよいのか不明

制度の検索や役所への訪問が面倒

アンケートの回答率や選挙投票率の低下

役所内で他部署との情報共有が難しい、オープンデータ

化が進んでいない

主な機能

このような実態を解決するために、以下の機能を実装した

アプリケーション「 」を提案する。

検索機能

公式ホームページなどの従来の検索システムはそもそも

制度の名前を知っている必要があった。

そこでタップのみで類似制度を閲覧できるカテゴリ検索と

フリーワードによる全文検索を実装し、粒度の異なる検索を

可能にした。また、これらの検索は複数の地域に対して同時

に行い、比較することができる。これにより、自分の住んでい

る地域の強みや弱みがわかり、魅力の再発見や役員間の話

し合い、引っ越しの際の下調べなどに活用することができる。

図 ：トップページ 図 ：検索画面

制度の提案

検索が面倒である層に向けて、住んでいる場所、年収、家

族構成といったユーザ情報を登録することで、対象となる制

度を提案する機能を実装した。通知設定をすることにより、新

たに追加された制度や変更された制度を教えてくれるため、

一度設定をしてしまえば検索の手間を完全に排除することが

できる。また、家族写真などから画像認識によって年齢や家

族構成を分析し制度を提案する機能もあり、写真をアップロ

ードするだけでワード入力を介さずに制度を調べることが可

能である。

制度の興味関心を調べる

地域で行われるアンケートに回答をすることや選挙に行く

のが面倒という意見も多くあり、住民の意見が浮かび上がっ

てこない・特定の住民の意見のみが反映されてしまうといっ

たケースも珍しくない。そこで、ログの集計機能を実装した。

カテゴリごとなどに細分化し、ランキング形式で閲覧数が確

認できるため、住民の素直なニーズ・興味を確認することが

可能である。

制度を登録・オープンデータ化する

近年、オープンデータに取り組む地域は増加傾向にある。

しかし、 などデータとして利用不可なものや独占形式が

多く、利用しづらい状況にある。そこで役員向けに制度の登

録ページを作成した。このページに必要事項を入力すれば、

アプリ上での公開ができ、 形式で出力しオープンデー

タとして利用することも可能である。

また、この機能によってそれぞれの制度の担当部署や内容

が明確化され、誤って別の部署を訪問した際にも適切な対応

が可能となる。

図 ：家族構成自動判別 （動作イメージ）

使用ツール
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はじめに

現状、田舎の商店街は衰退しているところが多く、

松江市の商店街もその一つです。特に、目立つ場所に

ある店舗が空き店舗になることで商店街の雰囲気が悪

くなり、商店街がより衰退していっていると私たちは

考えました。

そこで、商店街のシャッター、壁、床へ行う

投影と、そこへのお絵描きができるシステムに

よって、商店街に様々な良い雰囲気を形成する

「 」を開発しました。

機能説明

お絵かき機能

この機能は，シャッターにスプレー缶で絵を描くシ

ャッターアートから着想を得ました．私たちが開発し

たスプレー缶型入力デバイスを用いて、シャッターや

床に様々な色で自由に絵を描くことができます。

このデバイスの特徴は，スプレー缶デバイスと描画

場所の距離に応じて線の太さが変化することです。こ

れにより本当にスプレー缶で描いているような印象を

描いている人に与えることができます。

また、描いた線に星が散るなどのエフェクトが付く

ので、単純に線を描くだけでない遊び心のあるお絵か

きができます。

これらの機能を用いて、単に絵を描くだけでなく、

ユーザーの発想によってそこから派生した遊びを行う

ことができます。

図 お絵かきイメージ図

演出機能

商店街の壁や床に対して、様々なテーマを持った映

像の投影を行います。例として、辺り一面に紅葉した

木々を映し出し、商店街にいながら紅葉狩りを楽しむ

などの、他では味わえない雰囲気を形成します。

また、カメラを用いて商店街を通過する人を感知

し、その周辺に演出をすることでインタラクティブで

より臨場感を味わえるコンテンツを提供します。

システム構成

本システムは、プロジェクター複数台、

複数台、人体を検知する カメラ、お絵かきを行

うマイコン内蔵スプレー缶型入力デバイスから構成さ

れます。設置する のうち一つをサーバ

ー機とし、システム全体を統括します。

お絵かきが行われた場合、その地点と近い

がデバイスの座標を検出し、サーバーと

なる に送信します。サーバー機

は受け取った座標に対しての描画命令を

送り返し、描画が成立します。これにより、複数の

を協調動作させ、商店街すべてで投影さ

れた映像を同期して表示させられ、シャッターをまた

いでスプレー缶で線を描いたとしても正しく描画され

るようになります。

また、 カメラで人体を検知した場合も、同様に

サーバー機とのやり取りによって演出を行います。

図 システム全体図

まとめ

私たちはこのシステムを開発することによって、廃

れ始めている商店街をまず雰囲気から変え、居心地の

良い空間形成をすることを目指します。そして、空き

店舗を利用した事業、地域イベント等と連携し、商店

街への集客、地域活性化に貢献していきます。
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し合い、引っ越しの際の下調べなどに活用することができる。
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制度の提案

検索が面倒である層に向けて、住んでいる場所、年収、家

族構成といったユーザ情報を登録することで、対象となる制

度を提案する機能を実装した。通知設定をすることにより、新

たに追加された制度や変更された制度を教えてくれるため、

一度設定をしてしまえば検索の手間を完全に排除することが

できる。また、家族写真などから画像認識によって年齢や家

族構成を分析し制度を提案する機能もあり、写真をアップロ

ードするだけでワード入力を介さずに制度を調べることが可

能である。

制度の興味関心を調べる

地域で行われるアンケートに回答をすることや選挙に行く

のが面倒という意見も多くあり、住民の意見が浮かび上がっ

てこない・特定の住民の意見のみが反映されてしまうといっ

たケースも珍しくない。そこで、ログの集計機能を実装した。

カテゴリごとなどに細分化し、ランキング形式で閲覧数が確

認できるため、住民の素直なニーズ・興味を確認することが

可能である。

制度を登録・オープンデータ化する

近年、オープンデータに取り組む地域は増加傾向にある。

しかし、 などデータとして利用不可なものや独占形式が

多く、利用しづらい状況にある。そこで役員向けに制度の登

録ページを作成した。このページに必要事項を入力すれば、

アプリ上での公開ができ、 形式で出力しオープンデー

タとして利用することも可能である。

また、この機能によってそれぞれの制度の担当部署や内容

が明確化され、誤って別の部署を訪問した際にも適切な対応

が可能となる。

図 ：家族構成自動判別 （動作イメージ）

使用ツール
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